
第 81 号�

平成２２年１１月２５日�

発　行�

本荘由利森林組合�

由利本荘市水林�３�８�１�

ＴＥＬ�

木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下�

TEL０�１�８�４�―� ―�３�２�１�０�８�８�FAX０�１�８�４�―� ―�３�

１�０�１�９�―�１� １�０�２�０�―�１�

２�１�０�８�９� TEL０�１�８�４�―� ―�３�２�１�０�８�０�FAX０�１�８�４�―� ―�３�２�１�０�８�１�

製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下�

０�１�８�４�―� ―�２�４�４�１�４�１�

ＦＡＸ�０�１�８�４�―� ―�２�４�４�１�４�３�

8

第５回森林組合まつり（平成２２年１０月１７日開催）�

HP  h t t p：// www3 . ocn . ne . j p / ̃ honmor i /　 　メール  honmor i @ t rad . ocn . ne . j p



本荘由利森林組合だより� 2

　

平

成

二

十

二

年

十

月

十

七

日

（

日

）

西�

目

製

材

工

場

を

会

場

に

第

五

回

森

林

組

合�

ま

つ

り

を

開

催

し

ま

し

た

。�

　

小

松

組

合

長

の

開

会

の

あ

い

さ

つ

に

続�

き

、

由

利

本

荘

市

藤

原

副

市

長

、

に

か

ほ�

市

須

田

副

市

長

に

ご

臨

席

を

賜

り

、

来

賓�

を

代

表

し

て

藤

原

副

市

長

か

ら

あ

い

さ

つ�

を

頂

い

て

の

開

会

と

な

り

ま

し

た

。�

　

開

会

と

同

時

に

配

布

し

た

ブ

ル

ー

ベ

リ�
ー

苗

木

引

換

券

は

、

大

勢

の

人

が

一

斉

に�
詰

め

か

け

、

用

意

さ

れ

た

三

百

枚

の

引

換�

券

は

数

分

で

な

く

な

り

ま

し

た

。

先

着

に�

漏

れ

た

人

た

ち

か

ら

は

、

残

念

が

る

声

が�

あ

が

っ

て

い

ま

し

た

。�

　

会

場

に

は

工

場

で

加

工

さ

れ

た

製

材

が�

展

示

さ

れ

、

冬

囲

い

な

ど

に

使

う

材

料

を�

求

め

て

品

定

め

を

す

る

人

た

ち

が

あ

り

ま�

し

た

。

ま

た

、

ま

つ

り

の

為

に

製

作

さ

れ�

た

丸

太

イ

ス

や

テ

ー

ブ

ル

が

並

べ

ら

れ

、�

木

材

製

品

の

感

触

や

座

り

心

地

を

確

か

め�

な

が

ら

休

憩

す

る

姿

が

あ

り

ま

し

た

。�

　

手

鋸

や

レ

イ

ン

コ

ー

ト

な

ど

の

購

買

品�

売

場

に

は

、

特

別

価

格

と

な

る

こ

の

機

会�

を

求

め

て

多

く

の

人

が

集

ま

り

ま

し

た

。�

苗

木

売

場

で

は

、

鉢

植

え

が

可

能

な

ポ

ッ�

ト

苗

木

や

庭

木

、

ま

た

鳥

海

リ

ン

ド

ウ

な�

ど

多

種

の

苗

木

が

用

意

さ

れ

ま

し

た

。�

　

食

品

販

売

で

は

き

の

こ

や

山

菜

や

試

食�

可

能

な

リ

ン

ゴ

な

ど

が

彩

り

良

く

並

び

、�

食

品

を

買

い

求

め

る

人

々

で

賑

わ

い

を

見�

せ

て

い

ま

し

た

。�

　

Ｇ

Ｉ

Ｓ

・

Ｇ

Ｐ

Ｓ

コ

ー

ナ

ー

に

は

、

森�

林

の

所

有

状

態

や

所

在

地

の

質

問

や

検

索�

に

来

る

人

の

足

が

絶

え

ず

、

森

林

へ

の

関�
心

が

高

ま

っ

て

い

る

と

感

じ

ら

れ

ま

し

た

。�

　

三

浦

指

導

員

に

よ

る

林

業

相

談

に

は

、�

こ

の

機

会

に

熱

心

に

相

談

す

る

人

々

の

姿�

が

あ

り

ま

し

た

。�

　

来

場

者

の

参

加

に

よ

る

丸

太

切

り

競

争

、�

丸

太

積

み

競

争

に

は

積

極

的

な

参

加

を

頂�

き

白

熱

し

た

競

技

と

な

り

ま

し

た

。

丸

太�

積

み

競

争

に

は

多

く

の

子

供

た

ち

が

参

加�

し

て

、

一

位

の

人

に

は

司

会

者

が

イ

ン

タ�

ビ

ュ

ー

が

す

る

場

面

が

あ

り

、

そ

の

回

答�

に

会

場

が

盛

り

上

が

り

ま

し

た

。�

　

林

業

機

械

実

演

で

は

、

高

所

作

業

車

が�

用

意

さ

れ

、

地

上

十

数

メ

ー

ト

ル

の

高

さ�

ま

で

上

が

る

ゴ

ン

ド

ラ

に

乗

り

込

ん

だ

人�

た

ち

は

、

普

段

見

る

こ

と

の

で

き

な

い

景�

色

を

見

渡

し

た

り

、

下

で

待

つ

家

族

に

手�

を

振

っ

た

り

興

奮

し

た

人

の

姿

が

見

ら

れ�

ま

し

た

。�

　

由

利

森

林

管

理

署

の

木

工

品

展

示

即

売�

所

で

は

大

木

か

ら

作

ら

れ

た

見

事

な

木

工�

品

が

一

面

に

並

び

ま

し

た

。�

　

終

盤

に

行

わ

れ

た

大

抽

選

会

で

は

、

小�

松

組

合

長

の

引

い

た

番

号

が

読

み

上

げ

ら�

れ

る

毎

に

、

埋

め

尽

く

し

た

人

々

か

ら

、�

喜

び

や

落

胆

す

る

声

が

聞

こ

え

、

最

後

ま�

で

大

盛

り

上

が

り

の

内

、

地

デ

ジ

対

応

テ�

レ

ビ

な

ど

三

十

個

の

賞

品

す

べ

て

が

当

選�

者

へ

手

渡

さ

れ

ま

し

た

。�

　

今

年

も

多

く

の

市

民

の

み

な

さ

ま

に

ご�

来

場

頂

き

、

会

場

も

終

止

活

気

の

満

ち

た�

一

日

と

な

り

ま

し

た

。

組

合

ま

つ

り

の

目�

的

の

ひ

と

つ

で

あ

る

森

林

組

合

の

存

在

と�

業

務

内

容

を

広

め

る

と

い

う

意

味

で

多

く�

の

人

に

ア

ピ

ー

ル

で

き

ま

し

た

。

行

政

や�

様

々

な

観

点

か

ら

、

森

林

の

あ

り

方

が

再�

注

目

さ

れ

始

め

て

い

ま

す

。

職

員

一

同

、�

こ

れ

か

ら

も

森

林

・

林

業

の

活

性

化

や

森�

林

の

保

全

・

保

護

の

為

に

努

力

し

て

ま

い�

り

ま

す

。�

�

　

訪

れ

て

頂

い

た

方

々

に

ア

ン

ケ

ー

ト

の�

回

答

に

ご

協

力

頂

き

ま

し

た

。

集

計

結

果�

の

一

部

を

紹

介

致

し

ま

す

。�

Ｑ

一

、

所

有

山

林

の

場

所

や

境

界

が

わ

か�

　

　

る

か

ど

う

か

。�

　

わ

か

る

…

…

…

…

…

五

四

・

八

％�

　

わ

か

る

人

が

い

る

…

一

六

・

〇

％�

　

わ

か

ら

な

い

…

…

…

二

九

・

三

％�

Ｑ

二

、

誰

が

森

林

を

管

理

し

て

い

る

か

。�

　

自

分

自

身

…

…

…

…

四

三

・

〇

％�

　

家

族

…

…

…

…

…

…

二

三

・

八

％�

　

組

合

や

業

者

…

…

一

六

・

三

％�

　

管

理

し

て

い

な

い

…

一

六

・

九

％�

Ｑ

三

、

所

有

す

る

山

林

を

今

後

ど

う

し

て�

　

　

い

き

た

い

か

。�

　

所

有

し

て

い

き

た

い

…

…

六

三

・

八

％�

　

希

望

が

あ

れ

ば

貸

出

し

た

い

…

四

・

〇

％�

　

で

き

れ

ば

手

放

し

た

い

…

…

八

・

六

％�

　

わ

か

ら

な

い

…

…

…

…

…

二

三

・

六

％�

Ｑ

四

、

山

林

へ

ど

ん

な

関

心

が

あ

る

か�

　

環

境

問

題

…

…

五

四

・

八

％�

　

木

材

自

給

率

…

二

〇

・

八

％�

　

山

林

経

営

…

…

…

九

・

二

％�

　

燃

料

源

…

…

…

一

〇

・

一

％�

　

興

味

な

し

…

…

…

四

・

三

％�

　

そ

の

他

…

…

…

…

〇

・

四

％�

　

回

答

者

の

七

割

は

、

六

〇

代

以

上

で

し�

た

。

Ｑ

一

、

Ｑ

二

か

ら

は

森

林

の

所

在

地�

を

知

る

管

理

者

が

、

高

齢

化

し

て

い

る

傾�

向

が

あ

る

よ

う

で

す

。

ま

た

、

管

理

が

手�

つ

か

ず

で

あ

っ

た

り

、

今

後

の

扱

い

を

迷�

っ

て

い

る

人

も

多

い

よ

う

で

す

。�

　

Ｑ

四

か

ら

は

、

山

林

所

有

の

有

無

に

関�

わ

ら

ず

、

人

々

の

関

心

が

ど

こ

へ

向

か

っ�

て

い

る

か

が

伺

え

る

結

果

が

あ

り

ま

し

た

。�

森林組合まつり�森林組合まつり�森林組合まつり�

森

林

組

合

ア

ン

ケ

ー

ト�
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東

証

上

場

の

森�

　

　

記

念

植

樹

祭�

第７回�

　

十

月

一

日

（

金

）

花

立

牧

場

公

園

地�

内

「

東

証

上

場

の

森

」

（

矢

島

）

に

て�

東

京

証

券

取

引

所

グ

ル

ー

プ

主

催

の

記�

念

植

樹

祭

が

行

わ

れ

ま

し

た

。�

　

組

合

で

用

意

し

た

ベ

ニ

ヤ

マ

ザ

ク

ラ�

九

十

三

本

、

シ

ラ

カ

バ

二

十

四

本

の

、�

計

百

十

七

本

の

苗

木

を

、

浦

西

友

義

常�

務

執

行

役

、

長

谷

部

由

利

本

荘

市

長

の�

ほ

か

、

多

数

の

関

係

者

で

植

樹

し

ま

し

た

。�

　

ス

コ

ッ

プ

で

の

穴

堀

り

、

木

杭

の

打�

ち

込

み

な

ど

、

苗

木

の

植

樹

作

業

を

、�

青

空

の

下

、

参

加

者

一

同

は

汗

を

流

し�

な

が

ら

熱

心

に

行

い

ま

し

た

。�

　

八

月

三

十

一

日

（

火

）

か

ら

九�

月

二

日

（

木

）

の

三

日

間

、

由

利�

工

業

高

校

、

仁

賀

保

高

校

の

生

徒�

七

名

が

当

組

合

へ

の

職

場

体

験

学�

習

に

参

加

し

ま

し

た

。�

������������

　

研

修

で

は

、

業

務

の

内

容

や

注�

意

点

を

学

ん

だ

後

、

実

際

の

現

場�

へ

向

か

い

、

職

員

や

技

能

班

の

指�

導

の

下

、

林

業

機

械

の

操

縦

や

チ�

ェ

ー

ン

ソ

ー

、

草

刈

り

機

の

操

作

、�

ま

た

コ

ン

パ

ス

や

Ｇ

Ｐ

Ｓ

で

の

測�

量

、

立

木

の

計

測

な

ど

を

体

験

し�

ま

し

た

。�

�

本

荘

由

利

地

区�

　

林

業

職

場

体

験

学

習�

　
（

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

研

修

）

�

　10月26日（火）東京都「九段会館」で開催され�

た第27回全国森林組合大会に小松組合長、佐藤矢�

島支所長が参加しました。議事の提案、決議の後、�

表彰が行われ、当組合から３名の受賞がありまし�

た。�

　◎議事�

　（１）次期系統運動方針の策定�

　（２）森林・林業再生プランに必要な予算の�

　　　　確保ならびに安定的財源としての環境�

　　　　税創設�

�

　◎功労者表彰�

　　《組合職員》�

　　　早　道　忠　徳（勤続20年）�

　　　岡　本　真貴子（勤続20年）�

　　《作業班員》�

　　　相　良　光　洋（勤続13年）�

秋田県森林組合大会�秋田県森林組合大会�秋田県森林組合大会� 全国森林組合大会�全国森林組合大会�

　11月18日（木）秋田市「秋田テルサ」を会場に�

第54回秋田県森林組合大会が開催されました。�

　当組合から８名と１部門が受賞しました。�

�

　◆森林組合経営功労者【知事賞】�

　　　小　松　佳　和（代表理事組合長）�

　◆林業功労者【県森連会長賞】�

　　　土　田　太一郎（元理事　矢島地区）�

　◆役員永年功労者（30年）【県森連会長賞】�

　　　堀　川　悌　二（理　事）�

　◆職員永年勤続者（30年）【県森連会長賞】      �

　　　岡　部　由　男（参　事）�

　◆職員永年勤続者（20年）【県森連会長賞】�

　　　早　道　忠　徳（仁賀保支所係長）�

　　　岡　本　真貴子（造林課係長）�

　◆優良作業班員【県森連会長賞】�

　　　小　沼　定　廣（林　産）�

　　　佐　藤　茂　一（加　工）�

　◆部門表彰　森林造成事業部門【県森連会長賞】�

　　　本荘由利森林組合  �

�



本荘由利森林組合だより� 4

　８月から10月にかけて各地区で組合員視察研修が行われました。各地区とも約25名程の参加者があり、�

由利管内、秋田市、山形県で研修を行った地区もありました。各地区研修について次の様に報告いたし�

ます。�

地区組合員視察研修�

岩

城

地

区

�

開

催

日

　

八

月

六

日

（

金

）�

参

加

組

合

員

　

二

十

一

名�

●

岩

見

ダ

ム

公

園

（

秋

田

市

）�

●

岩

見

山

内

国

有

林

（

複

層

林

）�

　

視

察�

矢

島

地

区

�

開

催

日

　

十

月

二

十

二

日

（

金

）�

参

加

組

合

員

　

二

十

三

名�

●

矢

島

町

新

荘

地

区

及

び

東

由

利�

　

舘

合

地

区 

鳥

海

地

区

�

開

催

日

　

十

月

二

十

七

日

（

水

）�

参

加

組

合

員

　

三

十

二

名�

●

山

形

県

金

山

町

　

大

美

輪

の

杉

林�

●

山

形

県

戸

沢

村

　

幻

想

の

森�

�

大

内

地

区

�

開

催

日

　

十

月

二

十

一

日

（

木

）�

参

加

組

合

員

二

十

三

名�

●

東

由

利

（

阿

部

重

助

氏

所

有

林

）�

　

山

遊

庭

の

森�

　

阿

部

氏

よ

り

、

ス

ギ

間

伐

方

法

、�

　

広

葉

樹

の

保

育

、

林

内

で

の

き�

　

の

こ

栽

培

の

説

明�

本

荘

地

区

�

開

催

日

　

九

月

十

五

日

（

水

）�

参

加

組

合

員

　

五

十

一

名�

●

仁

別

森

林

博

物

館

（

秋

田

市

）�

●

仁

別

国

民

の

森�

　

館

内

施

設

、

林

内

・

天

然

杉

の�

視

察�

仁

賀

保

・

東

由

利

地

区�

開

催

日

　

九

月

十

六

日

（

木

）�

参

加

組

合

員

　

四

十

六

名�

　

　

（

仁

賀

保

　

二

十

四

名

、�

　

　

　

東

由

利

　

二

十

二

名

）�

●

金

浦

甲

府

団

地

（

提

案

型

集

約�

　

施

行

地

）�

　

佐

藤

智

信

主

任

に

よ

る

説

明�

●

西

由

利

原

水

源

の

森

（

広

葉

樹�

　

植

栽

地

）�

    

三

浦

指

導

員

に

よ

る

説

明�

由

利

地

区

�

開

催

日

　

十

月

二

十

二

日

（

金

）�

参

加

組

合

員

　

二

十

五

名�

●

秋

田

市

太

平

自

然

の

森�

　

公

園

内

視

察

（

秋

田

市

）�
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最

近

の

新

聞

テ

レ

ビ

等

で

生

物

多

様

性

に�

つ

い

て

の

情

報

が

飛

び

交

っ

て

い

る

。

二

〇�

一

〇

年

十

月

三

日

（

日

）

の

魁

新

聞

に

は

、�

ニ

ホ

ン

イ

ヌ

ワ

シ

の

特

別

観

察

会

の

様

子

が�

載

っ

て

い

た

。

私

も

数

年

前

に

鳥

獣

保

護

に�

携

わ

る

機

会

が

あ

り

、

そ

の

時

の

実

施

記

録�

を

述

べ

て

み

た

い

。�

　

ニ

ホ

ン

イ

ヌ

ワ

シ

は

、

日

本

に

生

育

す

る�

最

も

大

型

の

猛

禽

類

の

一

種

で

、

そ

の

分

布�

域

の

森

林

生

態

系

に

お

け

る

食

物

連

鎖

の

頂�

点

に

位

置

す

る

種

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

な

生�

物

的

地

位

を

占

め

る

こ

と

か

ら

、

イ

ヌ

ワ

シ�

の

生

育

密

度

は

元

来

低

い

も

の

で

あ

っ

た

。�

北

半

球

に

広

く

分

布

し

、

北

部

に

生

育

す

る�

も

の

は

渡

り

を

行

う

が

、

我

が

国

の

も

の

は�

留

鳥

で

あ

る

。

イ

ヌ

ワ

シ

は

体

長

八

十

〜

九�

十

、

翼

開

長

一

六

八

〜

二

一

三

セ

ン

チ

メ

ー�

ト

ル

、

体

重

は

三

〜

四

キ

ロ

で

、

雌

は

雄

よ�

り

大

き

い

性

的

二

型

を

示

す

（

日

本

鳥

類

保�

護

連

盟

一

九

九

五

）�

　

イ

ヌ

ワ

シ

は

一

九

六

五

年

国

の

天

然

記

念�

物

に

指

定

さ

れ

、

旧

環

境

庁

の

レ

ッ

ド

デ

ー�

タ

ブ

ッ

ク

で

は

絶

滅

危

惧

種

に

、

そ

し

て

「

絶�

滅

の

お

そ

れ

の

あ

る

野

生

動

植

物

の

種

の

保

存�

に

関

す

る

法

律

の

規

定

に

基

づ

く

制

令

で

「

国�

内

希

少

野

生

動

物

種

」

に

指

定

さ

れ

て

い

る

。�

　

本

種

は

、

本

州

、

四

国

及

び

九

州

（

最

近�

で

は

北

海

道

で

も

生

育

が

確

認

さ

れ

て

い

る

）�

の

開

け

た

山

岳

地

域

に

生

育

し

、

主

な

え

さ�

は

ノ

ウ

サ

ギ

、

ヤ

マ

ド

リ

や

ヘ

ビ

類

で

あ

る

。�

��

　

秋

田

県

大

仙

市

田

沢

湖

に

は

長

年

に

わ

た�

り

イ

ヌ

ワ

シ

が

営

巣

・

繁

殖

し

て

い

る

。

一�

九

九

五

年

九

月

、

大

仙

市

旧

田

沢

湖

町

か

ら�

こ

の

イ

ヌ

ワ

シ

の

巣

が

岩

棚

も

ろ

と

も

崩

落

し�

た

と

い

う

連

絡

が

あ

っ

た

。

岩

棚

は

完

全

に

崩�

落

し

、

巣

材

は

谷

底

に

散

在

し

て

い

た

と

い

う

。�

　

現

地

で

は

こ

の

年

、

特

に

風

雨

の

強

い

日�

が

続

き

、

岩

壁

全

体

の

風

化

が

相

当

進

ん

で�

い

る

状

況

下

で

、

集

中

豪

雨

に

よ

り

崩

落

し�

た

自

然

現

象

と

判

断

さ

れ

た

。�

　

イ

ヌ

ワ

シ

の

営

巣

に

直

接

関

係

す

る

生

育�

調

査

の

際

に

設

置

し

て

い

た

「

イ

ヌ

ワ

シ

生�

育

調

査

検

討

委

員

会

」

の

メ

ン

バ

ー

ら

五

名�

と

過

去

に

イ

ヌ

ワ

シ

の

巣

の

修

復

に

経

験

の�
あ

る

岩

手

県

立

博

物

館

の

主

任

専

門

学

芸

調�

査

員

を

加

え

た

六

名

に

現

地

調

査

及

び

巣

の�

修

復

等

の

検

討

を

依

頼

し

た

。�

　

イ

ヌ

ワ

シ

の

岩

壁

巣

の

人

為

的

補

修

成

功�

例

と

し

て

山

田

（

一

九

八

六

）

、

田

村

（

一�

九

九

一

）

山

本

（

一

九

九

一

）

の

報

告

が

あ�

る

。

以

上

の

例

か

ら

非

繁

殖

期

に

人

為

的

に�

補

修

し

て

も

イ

ヌ

ワ

シ

は

繁

殖

を

続

け

る

こ�

と

が

推

察

で

き

る

。�

　

調

査

結

果

及

び

保

護

対

策

に

つ

い

て

、

検�

討

委

員

会

の

現

地

調

査

を

ふ

ま

え

て

種

々

検�

討

し

た

結

果

、

次

の

四

項

目

に

集

約

す

る

こ�

と

と

し

た

。

（

一

）

絶

滅

の

お

そ

れ

の

あ

る�

希

少

種

で

あ

り

、

今

日

的

状

況

下

で

は

人

手�

を

か

け

て

巣

を

補

修

し

、

保

護

す

る

段

階

で�

あ

り

、

何

ら

か

の

対

策

を

打

ち

出

す

べ

き

で�

あ

る

。

（

二

）

保

護

対

策

の

方

法

と

し

て

は

、�

次

の

三

段

階

で

対

応

す

る

。

イ

・

イ

ヌ

ワ

シ�

の

巣

の

修

復

の

経

験

が

あ

る

登

山

家

等

に

岩�

壁

の

安

定

性

等

応

急

処

置

の

可

能

性

に

つ

い�

て

診

断

を

依

頼

す

る

。

検

討

委

員

会

が

危

険�

��

と

判

断

す

れ

ば

実

施

し

な

い

。

ロ

・

巣

の

応�

急

処

置

の

実

施

を

県

に

要

望

す

る

。

ハ

・

恒�

久

的

な

巣

の

整

備

の

実

施

を

環

境

庁

に

要

望�

し

て

い

く

。

（

三

）

当

該

巣

の

応

急

処

置

の�

実

施

に

あ

た

っ

て

は

、

高

度

差

が

あ

る

こ

と�

か

ら

安

全

性

を

最

優

先

さ

せ

る

。�

　

以

上

の

意

見

を

踏

ま

え

、

一

九

九

五

年

九�

月

二

十

三

日

に

秋

田

県

山

岳

連

盟

会

員

及

び�

岩

手

県

立

博

物

館

主

任

専

門

学

芸

調

査

員

等�

に

よ

り

岩

壁

の

安

定

性

及

び

巣

の

修

復

の

可�

能

性

に

つ

い

て

現

地

調

査

を

実

施

し

た

と

こ�

ろ

、

次

の

結

果

が

得

ら

れ

た

。

（

一

）

基

岩�

は

安

山

岩

系

及

び

熔

結

凝

灰

岩

と

判

断

さ

れ�

る

が

岩

壁

の

風

化

が

進

ん

で

い

る

。

（

二

）�

営

巣

地

の

修

復

及

び

作

業

員

の

安

全

確

保

は�

技

術

的

に

は

可

能

と

判

断

さ

れ

る

が

、

あ

く�

ま

で

も

応

急

処

置

で

あ

る

。

（

三

）

長

期

的�

に

は

、

岩

壁

の

風

化

の

進

行

状

況

か

ら

こ

れ�

以

上

の

修

復

は

断

念

せ

ざ

る

を

得

な

い

と

考�

え

ら

れ

る

。�

　

以

上

の

結

果

か

ら

、

旧

田

沢

湖

町

に

営

巣�

す

る

イ

ヌ

ワ

シ

の

保

護

を

図

る

た

め

、

イ

ヌ�

ワ

シ

の

巣

崩

落

対

策

検

討

委

員

会

を

設

置

し

、�

岩

壁

の

調

査

を

踏

ま

え

、

人

工

巣

を

作

る

こ�

と

と

し

た

。�

　

巣

の

修

復

工

事

は

、

高

所

及

び

危

険

な

急�

峻

な

場

所

で

あ

る

こ

と

か

ら

安

全

第

一

と

し�
て

実

施

し

た

。

岩

壁

の

堀

り

込

み

を

行

い

、�

フ

ッ

ク

を

打

ち

込

ん

で

広

葉

樹

丸

太

（

ミ

ズ�

ナ

ラ

、

ア

オ

ダ

モ

を

使

用

）

を

結

束

固

定

。�

巣

材

は

下

層

部

に

広

葉

樹

を

使

用

し

、

井

桁�

状

に

敷

き

詰

め

、

土

台

に

固

定

。

中

層

部

に�

も

広

葉

樹

を

井

桁

状

に

巣

の

中

心

部

に

敷

き�

詰

め

、

枝

を

斜

め

に

差

し

込

ん

で

固

定

。

上�

層

部

は

、

小

枝

と

葉

を

敷

い

て

産

座

と

し

て�

��

人

工

巣

を

完

成

さ

せ

た

。�

　

イ

ヌ

ワ

シ

が

人

工

巣

に

営

巣

す

る

か

ど

う�

か

を

確

か

め

る

為

、

地

元

の

旧

田

沢

湖

町

職�

員

で

、

長

年

当

該

巣

を

観

察

し

続

け

て

い

る�

人

に

も

観

察

を

依

頼

し

た

。�

　

十

一

月

、

上

空

を

飛

翔

す

る

一

羽

と

巣

内�

に

い

る

一

羽

を

確

認

。

こ

の

時

点

で

巣

づ

く�

り

中

で

あ

る

こ

と

を

確

信

し

た

。

そ

の

後

、�

巣

内

に

る

二

羽

や

、

巣

内

の

体

毛

を

確

認

。�

一

月

に

鳴

き

声

を

、

巣

か

ら

飛

び

去

る

姿

を�

確

認

。

二

月

に

は

抱

卵

を

確

認

し

、

確

実

に�

イ

ヌ

ワ

シ

が

人

工

巣

を

利

用

し

て

営

巣

し

て�

い

る

こ

と

を

確

認

し

た

。

三

月

、

巣

内

に

二�

羽

の

雛

を

確

認

。

五

月

に

は

親

鳥

が

一

羽

の�

ヒ

ナ

に

給

餌

し

て

い

る

状

況

を

確

認

。

こ

の�

間

に

ヒ

ナ

が

一

羽

に

な

っ

た

と

思

わ

れ

る

。�

六

月

に

は

巣

内

を

動

き

回

る

ヒ

ナ

を

確

認

し

、�

そ

の

翌

日

に

は

ヒ

ナ

の

巣

立

ち

を

確

認

し

た

。�

　

以

上

が

現

場

の

責

任

者

と

し

て

、

イ

ヌ

ワ�

シ

の

人

工

修

復

巣

作

り

に

携

わ

り

、

イ

ヌ

ワ�

シ

が

こ

れ

を

利

用

し

て

営

巣

し

、

繁

殖

に

成�

功

す

る

ま

で

の

課

程

で

あ

る

。�

イ

ヌ

ワ

シ

の

完

全

崩

落

巣

の�
人

工

修

復

と

繁

殖

結

果�

指

導

員

　

三

　

浦

　

光

　

喜�

写真提供　秋田市大森山動物園�



本荘由利森林組合だより�

森

林

組

合

だ

よ

り

　

平

成

二

十

二

年

十

一

月

二

十

五

日

発

行

　

印

刷

・

3
由

利

印

刷�

6

（平成22年）�

単位：円、上段（石当り価格）�

　　　　　下段  C3
当り価格�

9　月　3　日�

本荘由利木材流通センター�

高　値� 安　値� 平均価格�

10　月　4　日�

本荘由利木材流通センター�樹　種�材　長�

　C

3.65

径　級�

　B

ス

　

　

ギ�

16～22

24～34

（2, 840）�

10, 226

（2, 452）�

8, 830

（2, 671）�

9, 617

（3, 296）�

12, 226

（3, 182）�

11, 458

（3, 636）�

13, 090

高　値� 安　値� 平均価格�

（2, 811）�

10, 122

（2, 593）�

9, 335

（2, 732）�

9, 836

（3, 702）�

13, 330

（3, 151）�

11, 347

（3, 432）�

12, 358

出材量・販売量・販売率� 829C3

（2,984石）・617C3

（2,221石）・74％� 662C3

（2,383石）・605C3

（2,178石）・91％�

概　況�

９月：36cm上は全く引き合いなし。それ以外は完売。24cm～34cmは製品市況と関係なく原木不足感がある。�

10月：36cm上を除いて完売。単価はやや強含みで、24cm～34cm良材には好値がついた。�

�

●

林

業

相

談

日�

　

　

…

…

…

…

十

二

月

十

日�

●

林

業

相

談

日�

　

　

…

…

十

二

月

二

十

二

日�

●

造

林

コ

ン

ク

ー

ル

表

彰

式�

　

及

び

林

業

講

演

会�

　

　

…

…

…

…

…

二

月

下

旬�

●

役

員

選

挙

（

任

期

満

了

）�

　

　

…

二

月

下

旬

〜

三

月

上

旬�

今

後

の

行

事

予

定�

第

六

回 

由

利

本

荘

市

米

ま

つ

り�

　

十

月

三

十

日

・

三

十

一

日

に

開

催

さ�

れ

た

由

利

本

荘

市

米

ま

つ

り

に

当

組

合�

か

ら

購

買

品

、

苗

木

等

販

売

コ

ー

ナ

ー�

を

出

店

し

ま

し

た

。�

全

国

市

町

村

交

流

レ

ガ

ッ

タ

大

会�

　

九

月

二

十

五

日

、

二

十

六

日

に

兵

庫�

県

加

古

川

市

で

行

わ

れ

た

「

全

国

市

町�

村

交

流

レ

ガ

ッ

タ

加

古

川

大

会

」

へ

成�

年

男

子

の

部

で

森

林

組

合

チ

ー

ム

が

由�

利

本

荘

市

代

表

と

し

て

参

加

し

ま

し

た

。�

　

チ

ー

ム

は

昨

年

度

行

わ

れ

た

由

利

本�

荘

市

代

表

を

決

め

る

大

会

で

優

勝

し

、�

代

表

に

選

ば

れ

ま

し

た

。�

　

職

員

、

技

能

班

の

計

九

名

に

よ

る

チ�

ー

ム

は

、

全

国

か

ら

勝

ち

抜

い

て

き

た�

強

豪

と

接

戦

の

結

果

全

国

五

位

の

成

績�

を

収

め

ま

し

た

。�

�

　

十

一

月

一

日

由

利

本

荘

市

広

域

行

政�

セ

ン

タ

ー

学

習

ホ

ー

ル

で

行

わ

れ

た

米�

ま

つ

り

褒

賞

授

与

式

で

、

農

産

品

部�
門

（

き

の

こ

類

）

優

等

賞

（

賞

状

、

記�

念

品

）

を

本

荘

由

利

森

林

組

合

か

ら

表�

彰

授

与

し

ま

し

た

。�

　

自

動

車

安

全

運

転

セ

ン�

タ

ー

よ

り

交

通

安

全

の

防�

止

に

抜

群

の

貢

献

を

し

た�

と

し

て

、

昨

年

度

に

続

き

、�

優

秀

安

全

運

転

事

業

所

と�

し

て

金

賞

を

受

賞

し

ま

し�

た

。�

優秀運転事業所　金賞受賞�優秀運転事業所　金賞受賞�優秀運転事業所　金賞受賞�
お知らせ�

十

二

月

十

日

は

山

神

祭

の�

為

、

午

後

か

ら

各

事

務

所�

は

留

守

に

な

り

ま

す

。�


